
　

都道府県名 事業実施主体 地域再生計画名

計画期間 評価責任者

⑦今後の方針等 今後世界自然遺産登録やコロナ禍からの脱却により、観光客数は増加するものと考えられるため、引き続き事業を実施し観光エリアや市街地の美化を推進し徳之島のイメージアップを図り観光客の誘致を図っていく。

④評価方法 令和６年８月に最終目標値の実現状況に関する評価・検討等を行う予定。

⑤事後評価の公表方法 徳之島町のホームページに掲載。

⑥計画全体の総合評価
本地域再生計画では汚水処理施設整備交付金を活用し、し尿処理施設を廃止し新たに浄化センター内にし尿・浄化槽汚泥受入施設を整備し町内で発生する汚水処理を一体的に進めることにより、維持管理コストに係る経費削減の効果が表れている。一方で下水
道管渠新設工事による計画箇所の面整備、下水道区域外では合併処理浄化槽設置事業を推進することで安全安心快適な住みよい住環境づくりによる移住・定住促進や観光客数の増加を目標としていたが定住人口の維持は未達成となった。

計画外で独自に実施した
事業

その他の事業

今回し尿・浄化槽汚泥受入施設の整備をしたことにより汚水処理の一体化が図られ、亀津南地区の管渠新設工事を実施したことにより、整備率の向上に繋がった。

浄化槽（個人設置型） 200基 50基 120基 浄化槽設置事業については計画を下回っているが、計画期間後期には設置基数が増加傾向にあり、今後も引き続き補助金制度の啓発等を実施しながら事業を進めていきたい。
特別措置を適用して行う
事業

公共下水道事業
L=3,000m

し尿・浄化槽汚泥の
受入れ施設一式

L＝564ｍ L=3,000ｍ

③事業の進捗状況 事業名

整備量（その他の事業では取組内容）

事業の進捗状況に関する評価
計画

中間年度
（  R2　）

最終実績

指標２

R4 70,599人 ○
コロナ禍の影響もあり中間実績値は目標値を下回っていたが、制限が緩和されたことや世界自然遺産に登
録されたこともあり、最終実績では目標を達成できた。

②地域再生計画に記載した
数値目標以外の波及効果の
実現状況

指標１

×
下水道・浄化槽整備や関係課の移住定住促進事業を進めてきたが、中間目標値及び最終目標値の実績値が
目標値を下回った。

指標２ 観光客（宿泊客）数の増加 63,000人 H28 64,000人 R2 52,100人 64,500人

10,880人 R2 10,324人 10,650人 R4 10,021人

最終目標値の実現状況に関する評価
基準年度 年度 中間実績 基準年度 最終実績

達成状況

①地域再生計画に記載した
数値目標の実現状況

指標
基準値 中間目標値 最終目標値

事後評価

指標１ 定住人口の維持 10,969人 H28
指標
総数

達成
数
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